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7
月
に
理
事
長
に
就
任
し
て
約
3
ケ
月
、
こ
の
間
、
挨
拶
廻
り
や
知
人
達
と
の
会
合
、
ま
た
学
院
内
で
色
々
な
意
見
に
接
し
て
き
た
。

　

挨
拶
時
、
一
番
多
い
言
葉
は「
理
事
長
就
任
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」こ
れ
は
、
学
院
の
現
状
を
何
も
知
ら
な
い
人
達
。
特
に
、
高
校
の
同
級
生
達
は「
我
々
憧
れ
の
広
島
女
学
院

の
理
事
長
就
任
は
、
め
で
た
い
こ
と
だ
」と
大
い
に
祝
福
し
て
く
れ
る
。

　

維
持
会
問
題
へ
の
対
応
を
知
っ
て
い
る
人
は「
お
め
で
と
う
と
言
っ
て
い
い
ん
で
し
ょ
う
が
、
大
変
で
す
ね
。」

　

大
学
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は「
お
め
で
と
う
」の
言
葉
も
な
く
、
た
だ
、「
大
変
で
す
ね
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」の
一
言
。

　

1
3
0
年
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
を
誇
る「
広
島
女
学
院
ブ
ラ
ン
ド
」は
ど
う
な
る
の
か
。
先
人
達
が
汗
と
努
力
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
た
女
子
教
育
の
名
門
は
消
滅
し
て
し
ま
う
の
か
。

卒
業
生
達
も
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　

歴
史
と
伝
統
は
存
続
し
て
初
め
て
価
値
が
あ
る
。
消
滅
し
て
し
ま
え
ば
、
過
去
の
栄
光
に
過
ぎ
な
い
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
の
一
つ
が
、
大
学
の
学
部
改
編
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
認
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
改
編
以
来
、
4
年
続
け
て
入
学
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
弁
明
の
余
地
は
な
い
。

　

少
子
化
の
時
代
、
私
学
間
競
争
が
厳
し
い
時
の
失
敗
は
あ
ま
り
に
も
痛
手
で
あ
る
。
も
は
や
、
大
学
は
存
続
で
き
な
い
の
か
。

　

私
は「
否
」と
言
い
た
い
。
1
3
0
年
に
わ
た
っ
て
、
女
子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
広
島
の
地
で
多
く
の
人
材
を
輩

出
し
て
き
た
広
島
女
学
院
ブ
ラ
ン
ド
は
潰
し
て
は
な
ら
な
い
。
再
構
築
し
て
、
21
世
紀
も
引
き
続
き
輝
き
続
け
る
広
島
女
学
院

と
し
て
存
続
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
少
子
化
の
時
代
で
厳
し
い
環
境
で
は
あ
る
が
、
明
る
い
材
料
も
あ
る
。

　

今
、
世
の
中
は
東
京
一
極
集
中
是
正
と
い
う
こ
と
が
官
民
あ
げ
て
叫
ば
れ
て
い
る
。

　

国
は
、
地
方
創
生
担
当
大
臣
ま
で
置
い
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」と
い
う
計
画
を
造
り
、
地
方
へ
の
人
材

還
流
、
地
方
で
の
人
材
育
成
、
雇
用
対
策
な
ど
、
地
方
の
活
性
化
施
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
学
も
三
大
都
市
圏
に
学

生
が
集
中
し
、
地
方
の
小
規
模
大
学
の
多
く
が
定
員
割
れ
の
状
況
に
あ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
と
日
本
私
立
学
校
振
興
共
済
事

業
団
は
、
私
立
大
学
の
経
常
費
補
助
金
に
係
る
入
学
定
員
基
準
に
つ
い
て
、
三
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る
大
・
中
規
模
大
学

に
厳
し
く
し
て
、「
地
方
へ
の
人
材
還
流
、
地
方
で
の
人
材
育
成
」と
い
う
地
方
創
生
策
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
業
界
で
は
、
少
子
化
の
影
響
で
労
働
力
不
足
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
労
働
力
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。
国
も
女

性
の
就
業
率
を
上
げ
る
べ
く
、
各
種
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
方
で
活
躍
す
る
女
性
人
材
は
社
会
が
求
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
広
島
女
学
院
大
学
の
再
構
築
に
も
少
し
明
る
さ
が
み
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
再
構
築
と
い
っ
て
も
、
一
度
減
少
傾
向
と
な
っ
た
入
学
定
員
を
元
に
も
ど
す
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で

き
な
い
。
教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
相
当
の
覚
悟
を
も
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

1
3
0
年
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
、
女
子
教
育
の
名
門
と
し
て
光
り
輝
い
て
い
た「
広
島
女
学
院
ブ
ラ
ン
ド
」の
再
生
に
向

け
て
、
一
歩
ず
つ
で
も
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

教
職
員
並
び
に
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て	

理
事
長
　
中
川
　
日
出
男
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今
季
宗
教
強
調
週
間
の
特
別

講
師
は
、
本
学
客
員
教
授
で
、

平
和
運
動
家
と
し
て
世
界
的

に
知
ら
れ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

リ
ー
パ
ー
先
生
を
お
迎
え
し

た
。
講
話
は
、
地
球
温
暖
化
や

海
の
酸
性
化
に
よ
り
２
０
４
８

年
に
は
海
中
の
す
べ
て
の
生
物

が
死
滅
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
予
測
か
ら
始
ま
っ
た
。

海
の
死
は
す
な
わ
ち
地
球
上
の

生
物
す
べ
て
の
死
を
意
味
す

る
。
い
ま
す
ぐ
に
私
た
ち
が
競

争
や
対
立
を
基
調
と
し
た「
戦

争
文
化
」に
背
を
向
け
、
一
致

　

８
月
１
日
か
ら
国
際
教
養

学
科
、
幼
児
教
育
心
理
学
科
、

生
活
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
学
科
で

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
開
講
さ

れ
多
く
の
高
校
生
の
参
加
が

あ
っ
た
。
最
初
の
全
体
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
は
、
入
試
課
か
ら
の
諸

注
意
等
を
行
い
、
受
講
生
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
真
剣
に
き
い

て
い
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
進
む

に
つ
れ
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
笑
顔

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
授
業
が
始
ま
る
と

み
ん
な
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に

み
ん
な
３
日
間
ま
た
は
４
日
間

の
授
業
を
が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。

「
高
校
と
大
学
の
授
業
時
間
の

　

７
月
７
日（
火
）の「
キ
リ
ス

ト
教
の
時
間
」は
、
Ｎ
Ｐ
Ｓ
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

理
事
長 

佐

藤
廣
枝
さ
ん
に
被
爆
証
言
を
い

た
だ
い
た
。
原
爆
投
下
直
後
、

炎
で
燃
え
る
広
島
市
内
に
入
り

母
と
行
方
不
明
の
兄
を
探
し
た

こ
と
。
自
ら
ケ
ロ
イ
ド
の
残
る

や
け
ど
を
負
い
、
つ
い
に
は
現

場
の
悲
惨
な
状
況
か
ら
兄
の
捜

索
を
断
念
、
遺
骨
を
拾
い
集
め

た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。そ
の
後
、

　

今
年
も
夏
の
Ｏ
Ｃ
を
５
回

行
っ
た
。
保
護
者
の
来
場
が
多

く
、
娘
の
進
学
に
関
心
が
高
い

こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
午
前

と
午
後
に
設
け
、
午
前
に
は
学

長
講
演
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
説
明
を
行
い
、
午
後
は
学
生

課
主
導
で
、
Ｏ
Ｇ
や
保
護
者
の

協
力
を
得
て
行
っ
た
。

　

新
た
に
入
試
課
員
に
よ
る
入

試
説
明
会
を
設
け
多
く
の
生
徒

が
参
加
し
た
。

　

学
科
の
模
擬
授
業
、
展
示
も

工
夫
を
凝
ら
し
、
高
校
生
も
よ

く
質
問
し
て
い
た
。 

　

ラ
ン
チ
試
食
は
管
理
栄
養
学

科
の
学
生
考
案
の
ベ
ジ
フ
ル
メ

し
て
問
題
解
決
に
向
か
う「
平

和
文
化
」を
生
き
始
め
る
の
で

な
け
れ
ば
、
こ
の
悲
劇
的
な
予

測
は
現
実
と
な
っ
て
し
ま
う
。

核
廃
絶
は
人
類
の
平
和
文
化
へ

の
意
識
転
換
に
必
須
か
つ
解
決

ま
で
最
短
距
離
に
あ
る
は
ず
の

課
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
人
類

と
核
は
共
存
で
き
な
い
と
い
う

の
は
否
定
し
よ
う
の
な
い
事
実

だ
か
ら
で
あ
る
。
核
廃
絶
そ
れ

自
体
は
非
常
に
困
難
な
課
題
で

あ
る
に
せ
よ
、
人
類
が
抱
え
る

他
の
諸
課
題
に
比
べ
れ
ば
、
ま

だ
実
現
は
た
や
す
い
と
言
え

違
い
も
体
験
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
と
っ
て
も
楽
し
く
大
学

の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
」と
生
の
高
校
生
の
意
見
を

き
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
貴
重
な
夏
休
み

に
、
本
学
の
授
業
を
受
講
し
教

育
方
針
、
授
業
内
容
を
理
解
し

た
う
え
で
、
一
人
で
も
多
く
の

生
徒
が
入
学
へ
と
結
び
つ
い
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
入
試
課
長　

榎　

良
平
）

母
か
ら
、『
奇
跡
的
に
命
を
も

ら
っ
た
の
だ
か
ら
感
謝
を
も
っ

て
生
き
よ
う
。』と
諭
さ
れ
、
平

和
公
園
清
掃
活
動
、
平
和
の
碑

め
ぐ
り
ガ
イ
ド
、
慰
霊
碑
の
献

花
な
ど「
祈
る
平
和
」か
ら「
創

る
平
和
」に
向
け
、
様
々
な
平

和
活
動
へ
取
り
組
ん
だ
体
験
を

語
ら
れ
た
。

　

翌
週
、
７
月
14
日（
火
）は
、

歴
史
学
者
・
元
本
学
教
授
の
宇

吹
暁
氏
よ
り
、『
ヒ
ロ
シ
マ
戦

ニ
ュ
ー
を
提
供
、
ま
た
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
で
は
授
業
の
一
環
で

作
っ
た
ベ
ジ
フ
ル
ク
ッ
キ
ー
を

提
供
し
大
好
評
だ
っ
た
。

　

学
生
ス
タ
ッ
フ
も
暑
い
中
、

明
る
く
対
応
し
て
く
れ
て
い

た
。

　

学
生
と
教
職
員
が
力
を
合
わ

せ
た
Ｏ
Ｃ
へ
の
思
い
が
来
場
者

に
伝
わ
り
、
進
路
選
択
の
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
入
試
課
長　

榎　

良
平
）

る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
自
然
現

象
な
ど
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

意
志
ひ
と
つ
に
か
か
っ
て
い
る

問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

リ
ー
パ
ー
先
生
か
ら
こ
の
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

た
直
後
、
し
か
し
、
世
界
の
状

況
は
深
刻
な
ほ
う
へ
と
動
い
て

し
ま
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
の
事
実
上
の
決
裂
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
我
々
は
ど
の
よ
う
な

時
代
を
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
、
次
の
世
代
に

後
史
の
中
の
広
島
女
学
院
』と

題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

広
島
女
学
院
の
用
務
員
で
も

あ
っ
た
河
本
一
郎
氏（
広
島
折

り
鶴
の
会
世
話
人
と
し
て
活

動
）が
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ユ
ン
グ

（
ド
イ
ツ
の
新
聞
記
者
）ら
の
著

書
で
海
外
に
ま
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
ド
イ
ツ
国
民
の
反
核
意
識

を
高
め
た
こ
と
、
１
９
６
０
年

前
後
は
広
島
の
顔
で
あ
っ
た
こ

と
、
死
後
に
膨
大
な
資
料
が
原

爆
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

事
を
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
小
倉
桂
子
氏
と
節
子
・

サ
ー
ロ
ー
氏（
非
核
特
使
や
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
活
躍
）、

土
屋
時
子
氏（
広
島
文
学
保
全

の
会
代
表
、
原
爆
被
災
誌『
夏

雲
』朗
読
劇
指
導
）ら
卒
業
生
、

メ
ア
リ
・
マ
ク
ミ
ラ
ン（
元
本
学

何
を
残
し
う
る
の
か
、
大
学
と

い
う
学
び
の
場
に
身
を
置
く
こ

と
を
許
さ
れ
た
学
生
・
教
員
と

も
ど
も
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い

る
課
題
で
は
な
い
か
。

　

木
曜
日
チ
ャ
ペ
ル
で
の
湊
晶

子
院
長
・
学
長
先
生
に
よ
る
平

和
へ
の
熱
い
想
い
を
込
め
た
講

話
、
そ
し
て
特
別
チ
ャ
ペ
ル
で

の
管
理
栄
養
学
科
２
年
白
井
佳

奈
さ
ん
の
イ
ン
ド
・
ス
タ
デ
ィ

キ
ャ
ン
プ
の
報
告
は
、
こ
の
問

い
に
誠
実
に
向
き
合
う
生
き
方

の
証
し
と
い
う
点
で
一
致
し
て

い
た
。

　

な
お
、
宗
教
強
調
週
間
に

食
堂
で
特
別
提
供
さ
れ
る
聖

書
に
ち
な
ん
だ
ベ
ジ
フ
ル
・
メ

ニ
ュ
ー
に
も
、
学
生
に
よ
る
一

層
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

（
チ
ャ
プ
レ
ン　

澤
村　

雅
史
）

教
授
、
キ
リ

ス
ト
教
社
会

館
等
事
業
に

尽
力
）、
松

本
卓
夫（
被

爆
時
の
広
島

女
学
院
長
）

な
ど
多
く
の

広
島
女
学
院

関
係
者
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン

の
貢
献
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
木
曜
日
チ
ャ
ペ
ル
の

中
で
は
国
際
教
養
学
科
・
植
西
浩

一
准
教
授
の
国
語
教
育
ゼ
ミ
３

年
生
８
名
の
学
生
に
よ
る
原
爆

詩
朗
読
が
披
露
さ
れ
た
。
力
強

い
臨
場
感
溢
れ
る
群
読
は
原
爆

の
悲
惨
さ
を
リ
ア
ル
に
伝
え
た
。

（
宗
教
セ
ン
タ
ー
事
務
課
長　

坂
野　

康
文
）

大
　
学

平
和
文
化
の
創
造
に
向
け
て

２
０
１
５
年
度
春
季
宗
教
強
調
週
間 

５
月
11
日（
月
）～
15
日（
金
）　

2
0
1
5
年
度

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
5
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

第
49
回
原
爆
講
座  

８・
６
の
意
味
す
る
も
の
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海
外
の
姉

妹
校
と
本
学

の
学
生
が
平

和
に
つ
い
て

と
も
に
学
ぶ

合
同
ピ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー

（
本
学
学
生

は
平
和
学
関

連
科
目「H

iroshim
a Studies 

II

」と
し
て
受
講
）が
6
月
2
日

か
ら
8
日
ま
で
本
学
で
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
姉

妹
校
セ
ン
ト
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
大

学
の
4
名
に
加
え
、
新
た
な
提

携
校
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ

ジ（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）か
ら
5
名
の

学
生
を
招
い
て
充
実
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
被
爆
70
周

　

本
学
ア
イ
リ
ス
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
で
、
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
教
員
と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、
英

語
に
親
し
む
催
し
、
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
が
6

月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

緑
の
庭
を
眺
め
な
が
ら
、
友

人
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

に
招
か
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気
で

学
生
、
教
職
員
1
3
5
人
ほ
ど

集
い
、
普
段
は
言
葉
を
交
わ
す

機
会
の
少
な
い
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の

先
生
や
湊
学
長
と
楽
し
く
歓
談

し
た
。

年
に
ち
な
み「
平
和
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
」と
し
、
平
和
記

念
資
料
館
や
平
和
公
園
見
学
、

被
爆
証
言
そ
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
議
論
を
深
め
た
。

　

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
終

了
後
、
い
つ
ま
で
も
会
場
を
去

ろ
う
と
し
な
い
学
生
た
ち
の
姿

に
、
ま
た
新
た
な
友
情
が
育
ま

れ
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

（
学
生
課
長〈
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
〉

　

宇
根　

治
）

　

第
２
回
7
月
22
日
も
盛
況
に

終
わ
り
、
次
回
は
10
月
を
予
定

し
て
い
る
。

（
国
際
教
養
学
科
教
授

宮
本　

陽
子
）

　

5
月
30
日（
土
）に
広
島
女
学

院
大
学
公
開
講
演
会「
女
子
教

育
の
こ
れ
か
ら
と
平
和
」が
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
戦
後
70
年

の
節
目
に
あ
た
る
今
年
、
被
爆

地
で
あ
る
広
島
に
キ
リ
ス
ト
教

主
義
に
立
脚
す
る
３
女
子
大
学

の
女
性
学
長
が
集
い
、
明
治
以

降
に
お
い
て
女
子
教
育
が
果
た

し
て
き
た
役
割
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
平
和
を
つ
く
り
出
す

た
め
に
女
子
大
学
と
し
て
何
を

な
す
べ
き
か
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

津
田
塾
大
学
の
國
枝
マ
リ
学

長
は
、
創
立
者
で
あ
る
津
田
梅

子
先
生
が
明
治
初
期
に
日
本
初

の
女
子
留
学
生
と
し
て
経
験
し

た
ア
メ
リ
カ
で
の
先
進
的
な
教

育
を
ふ
ま
え
て
、
日
本
女
性
が

学
問
的
な
見
識
を
高
め
、
経
済

的
に
自
立
し
、
精
神
的
に
成
長

す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
た
め
の
女
子
教
育
を
め
ざ

さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
女

性
が
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
す

る
自
信
を
持
ち
、
社
会
に
お
け

る
事
象
を
総
合
的
に
理
解
し
、

批
判
し
、
判
断
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
こ
そ
が
平
和
に
つ

な
が
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

東
京
女
子
大
学
の
小
野
祥
子

学
長
は
、
初
代
学
長
の
新
渡
戸

稲
造
先
生
が
国
際
人
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
常
に
世
界
平
和
を

希
求
さ
れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

平
和
の
実
現
に
努
力
さ
れ
た
こ

と
、
第
二
代
学
長
の
安
井
て
つ

先
生
は「
愛
の
力
」を
信
じ
な
が

ら
国
際
的
視
野
に
立
っ
た
女
子

教
育
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

女
子
大
学
が
存
在
す
る
意
義
に

つ
い
て
、
隅
谷
三
喜
男
先
生
の

「
女
子
大
学
の
個
性
は
、〈
理
性
〉

に
た
い
す
る〈
感
性
〉の
重
視
」

と
い
う
言
葉
を
引
用
さ
れ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
は
平
和
の
実
現

の
た
め
に
女
性
の
持
つ
力
を
生

か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
平
和
に
貢
献
す
る
女
性
の

育
成
を
担
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

湊
晶
子
院
長
・
学
長
は
、
日

本
の
近
代
を
支

え
た
女
子
教
育
の

成
り
立
ち
に
は
日

本
人
男
性
に
よ
り

設
立
さ
れ
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た

ケ
ー
ス
を
含
め
て

三
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
存
在
し
、
い
ず

れ
も「
ぶ
れ
な
い

個（
人
格
）
の
確

立
」が
教
育
の
原

点
と
な
る
こ
と
、

女
性
の
一
生
涯
を

視
野
に
入
れ
つ
つ

世
界
に
通
用
す
る

教
養
を
身
に
つ
け

る
教
育
が
現
代
の

女
子
大
学
に
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
今
は
、
日
本

が
近
代
化
の
際
に

受
け
た
女
子
教
育
支
援
を
途
上

国
に
返
す
時
で
あ
り
、「
教
育

に
よ
る
平
和
」を
実
現
す
る
こ

と
が
女
子
教
育
の
こ
れ
か
ら
に

求
め
ら
れ
る
使
命
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

三
学
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
輝
く
女

性
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
討

論
が
展
開
さ
れ
、
約
５
０
０
名

の
参
加
者
か
ら
は
賛
同
の
拍
手

が
送
ら
れ
続
け
る
な
ど
、
盛
大

か
つ
感
銘
深
い
ひ
と
と
き
と

な
っ
た
。

（
副
学
長　

桐
木　

建
始
）

３
女
子
大
学
の
女
性
学
長
に
よ
る
公
開
講
演
会

「
女
子
教
育
の
こ
れ
か
ら
と
平
和
」

合
同
ピ
ー
ス

セ
ミ
ナ
ー
開
催

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ア
イ
ラ
ン
ド
発
足

2
0
1
5
年
度 

国
際
教
養
学
科

公
開
講
演
会
報
告

演
題 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ

Ｂ
）と
日
本
の
教
育
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

講
師 

本
学
客
員
教
授

大
迫　

弘
和　

日
時 

2
0
1
5
年
7
月
15
日（
水
）

15
：
30
～
17
：
20

場
所 

ソ
フ
ィ
ア
2
0
1
教
室

第１回  10月３日（土）　
「Internet of Things（IoT）時代におけるスマート
フォン—携帯電話の安全な使い方」
　　　　国際教養学科教授	 中田　美喜子
第２回  10月10日（土）

「情報のデジタル化の効用—暗号化の仕組み—」
　　　　国際教養学科教授	 橋本　一夫

第３回  10月17日（土）
「色彩の情報力」
　　　　国際教養学科教授	 西口　理恵子
第４回  10月24日（土）

「Internet of Things（IoT）革命がもたらすもの」
　　　　国際教養学科教授	 篠原　收

  2015年度（第33回）  広島女学院大学公開セミナー テーマ「身近な情報科学」
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中
学・高
校

　

中
学
で
は
８
・
６
平
和
記
念

式
で
広
島
女
学
院
原
爆
慰
霊
碑

に
捧
げ
る
千
羽
鶴
作
成
、
被
爆

前
の
平
和
公
園
に
あ
っ
た
街
を

舞
台
に
し
た
ド
ラ
マ『
広
島
・
昭

和
20
年
８
月
６
日
』上
映
会
、

高
校
で
は
生
徒
に
よ
る
核
廃
絶

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
昼
休
み
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
中
高
共
に
ネ
パ
ー
ル
地
震

被
災
者
支
援
へ
の
募
金
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

土
曜
日
の
特
別
礼
拝
に
は
、

本
校
卒
業
生
、
塩
冶
節
子
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

塩
冶
さ
ん
は
被
爆
当
時
、
５

歳
で
、
爆
心
地
か
ら
約
１
．
７

㎞
の
段
原
町
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
原
爆
に
よ
っ
て
倒
れ
た
家

の
が
れ
き
の
下
か
ら
お
母
さ
ん

に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
、
比
治

山
に
避
難
し
ま
し
た
。
わ
ず
か

５
才
だ
っ
た
塩
冶
さ
ん
の
目

に
焼
き
つ
い
た
焼
け
た
だ
れ
た

人
々
、
キ
ノ
コ
雲
、
お
母
さ
ん

を
呼
び
つ
つ
亡
く
な
っ
て
い
っ

た
女
学
生
、
そ
れ
は
死
ん
で

い
っ
た
人
た
ち
が
二
度
と
こ
う

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
自

分
に
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ

う
な
気
が
す
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
７
年
後
、
女
学
院

中
学
校
に
入
学
し
た
年
に
、
元

気
だ
っ
た
小
学
３
年
生
の
妹
さ

ん
が
突
然
亡
く
な
り
、
原
爆
の

後
遺
症
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
も
当
時
は
言
え
な
い
状
況

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
毎
日
勉
強
が
で
き
る
、
戦

争
は
そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
を

奪
っ
て
し
ま
う
。
人
生
を
全
う

で
き
ず
命
を
半
ば
で
絶
た
れ
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
忘

れ
ず
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
時

を
一
生
懸
命
歩
い
て
ほ
し
い
。

再
び
戦
争
に
な
ら
な
い
よ
う

に
私
も
が
ん
ば
り
ま
す
」そ
う

語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

（
宗
教
教
育
委
員
会
）

　

８
月
６
日（
木
）13
時
30
分
よ

り
ゲ
ー
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
本
校

生
徒
・
教
職
員
３
５
０
余
名
を

含
む
原
爆
犠
牲
者
の
追
悼
と
平

和
を
祈
り
、
中
１
、
中
３
、
高

２
が
礼
拝
を
捧
げ
ま
し
た
。
被

爆
70
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
多

く
の
学
外
訪
問
者
も
列
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

礼
拝
で
は
卒
業
生
の
山
田
玲

子
さ
ん（
日
本
被
団
協
中
央
相

談
所
委
員
長
、
東
京
都
原
爆
被

害
者
の
会
副
会
長
）を
お
迎
え

し
、
次
の
よ
う
な
証
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

己
斐
国
民
学
校
４
年
生
の

時
、
集
団
疎
開
が
始
ま
り
、
４

月
に
第
一
陣
出
発
、
８
月
９
日

に
第
二
陣
と
し
て
出
発
予
定

だ
っ
た
。
一
番
目
と
二
番
目
の

姉
は
軍
需
工
場
へ
、
三
番
目
の

姉
は
建
物
疎
開
に
学
徒
動
員

さ
れ
て
い
た
が
、
８
月
６
日

は
、
二
番
目
と
三
番
目
の
姉
は

休
ん
で
家
に
い
た
。
集
団
疎
開

の
説
明
の
た
め
８
時
に
校
庭
に

集
合
、
男
の
子
が「
Ｂ
29
だ
」と

叫
び
、
き
れ
い
だ
な
と
見
上
げ

た
瞬
間
、
真
っ
暗
に
な
り
防
空

壕
へ
駆
け
込
ん
だ
。
家
が
心
配

に
な
り
帰
っ
て
み
る
と
家
の
中

は
が
れ
き
の
山
。
夕
方
、
父
が

血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
帰
っ
て
き

て
、親
戚
の
家
に
身
を
寄
せ
た
。

二
日
目
の
夕
方
、
広
島
駅
で
被

爆
し
た
長
姉
が
背
中
に
ひ
ど
い

や
け
ど
を
負
っ
て
帰
宅
。
数
日

後
、
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
っ

た
遺
体
は
き
れ
い
に
片
づ
け
ら

れ
て
、
学
校
の
校
庭
で
誰
と
も

わ
か
ら
な
い
ま
ま
焼
か
れ
て
い

た
。

　

８
月
15
日
、
予
定
よ
り
遅
れ

て
出
発
し
た
疎
開
先
で
終
戦
を

知
っ
た
。
そ
の
中
に
は
原
爆
で

家
族
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

い
た
。
い
つ
も
遊
ん
で
い
た
友

だ
ち
や
そ
の
家
族
が
原
爆
の
犠

牲
に
な
っ
て
い
た
と
知
り
、「
戦

争
っ
て
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
も
の

だ
っ
た
の
か
」と
初
め
て
涙
が

出
た
。結
婚
を
反
対
さ
れ
た
人
、

子
ど
も
を
産
め
な
か
っ
た
人
、

東
京
に
出
て
き
て
一
人
で
就
職

し
、
周
り
の
人
に
も
言
え
ず
に

生
き
て
き
た
人
が
た
く
さ
ん
い

た
。
思
想
・
信
条
・
宗
教
、
全
て

を
越
え
て
、
一
人
の
被
爆
者
と

し
て
、
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
決

し
て
世
界
の
誰
の
上
に
も
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
続
け
て
い
る
。

　

話
さ
な
く
て
は
分
か
っ
て
も

ら
え
な
い
。
ど
ん
な
に
悲
し
い

こ
と
か
、
ど
ん
な
に
人
の
命
を

粗
末
に
す
る
も
の
な
の
か
。
若

い
み
な
さ
ん
も
自
分
の
問
題
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
宗
教
教
育
委
員
会

刀
祢
館　

美
也
子
）

　

よ
り
よ
い
友
人
関
係
と
自
己

肯
定
感
の
育
成
を
ね
ら
い
中
１

学
年
合
宿
が
４
月
23
日（
木
）・

24
日（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ホ
ー
ル
に
て
校
母

ゲ
ー
ン
ス
先
生
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
き
、
そ
の
後
比
治
山
に

あ
る
先
生
の
墓
前
で
祈
り
の
時

を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う
ち
に
移
動

し
、
ク
ラ
ス
毎
に『
同
級
生
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
』を
行
い
、
ま
だ

話
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
の
交
流
を
深
め
、

友
だ
ち
や
自
分
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
は
、

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

夕
礼
拝
を
持
ち
ま
し
た
。
ロ
ウ

ソ
ク
の
灯
り
の
も
と
、
こ
れ
か

ら
の
中
学
校
生
活
に
つ
い
て
静

か
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ク
ラ
ス
対
抗
で

讃
美
歌
を
歌
う「
プ
チ
☆
讃
美

歌
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
ク
ラ
ス

対
抗
長
縄
大
会
」を
し
ま
し
た
。

上
手
に
で
き
た
ク
ラ
ス
も
あ
れ

ば
、
そ
う
で
な
い
ク
ラ
ス
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
皆
で

楽
し
い
時
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
合
宿
を
通
し
て
、
周
り

の
生
徒
達
と
う
ち
解
け
、
新
た

な
学
校
生
活
を
送
る
準
備
が

整
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
中
1
学
年
主
任中

野　

ひ
か
り
）

　

今
年
も
芸
北
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
２
泊
３
日
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
も
６
年
目
を
迎
え
高

校
生
リ
ー
ダ
ー
の
自
主
性
や
積

極
性
に
中
２
生
徒
が
大
き
く
成

長
さ
せ
て
も
ら
え
る
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
中
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
教
員
も
ど
う
な
る
事
か
と

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
は
じ
め
、

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
や
中
２
自
身

が
精
一
杯
の
知
恵
と
工
夫
で
乗

り
き
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
日

は
雨
が
降
る
中
、
バ
ス
で
水
梨

口
に
向
い
ま
し
た
。
現
地
に
到

着
す
る
と
徐
々
に
雨
が
上
が

り
、
予
定
し
て
い
た
三
分
の
二

の
距
離
を
無
事
に
歩
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
天
候

に
よ
り
、
途
中
か
ら
バ
ス
に
乗

る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、「
せ
っ

か
く
頑
張
っ
て
き
た
か
ら
最
後

ま
で
自
分
の
足
で
歩
き
た
か
っ

た
」と
い
う
中
２
の
声
を
聞
く

と
、
普
段
学
校
で
は
見
ら
れ
な

い
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。そ
の
後
も
雨
は
降
り
続
き
、

飯
盒
炊
さ
ん
や
テ
ン
ト
泊
が
大

変
困
難
な
も
の
と
な
り
ま
し
た

が
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
な
ん

と
か
持
ち
こ
た
え
、
２
日
目
を

迎
え
ま
し
た
。
天
候
は
あ
ま
り

回
復
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広

島
最
高
峰
で
あ
る
恐
羅
漢
山
の

山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
よ
う
や
く
天
候
が

回
復
し
、
昨
年
は
通
れ
な
か
っ

た
三
段
滝
も
見
る
こ
と
も
で

き
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
感
想
か
ら
は
、
困
難

の
中
で
も
自
然
の
豊
か
さ
へ
の

平
和
を
祈
る
週

　
（
6
月
15
日
〜
６
月
20
日
）

８・６
平
和
記
念
礼
拝

中
１
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

中
２
チ
ャ
レ
ン
ジ

キ
ャ
ン
プ
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驚
嘆
、
日
頃
の
何
気
な
い
生
活

が
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
な
ど
、
３
日
間
で

多
く
の
こ
と
を
体
得
し
た
よ
う

で
す
。そ
れ
ら
の
学
び
を
糧
に
、

中
２
後
半
の
学
校
生
活
を
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
中
２
学
年
主
任　

伊
藤　

望
）

　

昨
年
度
、
文
科
省
よ
り
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
を
受
け
、

2
年
目
の
今
年
はCritical 

Issues Forum

（CIF

）で
幕
を

開
け
た
。
モ
ン
ト
レ
ー
国
際
大

学
院
主
催
で
、
毎
年
米
国
で
開

催
さ
れ
る
が
、
被
爆
70
年
の
今

年
は
本
校
を
会
場
と
し
て
3
日

間
、
日
米
露
の
高
校
生
30
人
が

今
回
の
テ
ー
マ「
人
道
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」に
沿
っ
て
研
究
成
果

を
発
表
し
、
議
論
し
た
。
本
校

は
会
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
碑
め
ぐ
り
等
の
関
連
行
事

の
企
画
も
行
な
い
、
参
加
者
に

は
大
変
好
評
を
博
し
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
自
体
も
核
軍
縮
専
門
家
か

ら
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
絶
賛
さ
れ

た
。

　

全
校
生
徒
が
週
に
一
度
学
習

す
るPeace Studies

は
従
来

の
人
権
、
平
和
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
整
理
・
統
合
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
新
規
海
外
研

修
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
教

室
で
の
座
学
か
ら
、
現
地
で
の

学
び
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
海
外
研
修

に
参
加
で
き
る
の
は
一
部
の
生

徒
で
は
あ
る
が
、
そ
の
生
徒
が

核
と
な
り
、
周
り
の
生
徒
に
良

い
影
響
を
与
え
て
い
る
。一
方
、

教
室
の
座
学
も
従
来
の
受
け
身

的
な
学
び
か
ら
、よ
り
能
動
的
・

主
体
的
に
関
わ
る
手
法
を
取
り

入
れ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
実
践
し
て
い
る
。
海
外
研

修
は
春
休
み
中
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
韓
国
研
修
を
実
施
、
今
年
度

は
更
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
研
修
を
計

画
し
て
い
る
。

　

核
と
な
る
生
徒
育
成
を
め
ざ

し
、
今
年
度
は
高
1
にGlobal 

Issues

（GI

）が
開
講
し
、
選
抜

を
経
て
30
人
が
受
講
し
て
い

る
。
各
軍
縮
専
門
家
の
米
国

人
大
学
教
員
の
授
業
を
受
け
、

T
O
EFL

講
座
も
受
講
し
、
夏

休
み
は
碑
め
ぐ
り
に
取
り
組
む

な
ど
、活
発
に
活
動
中
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
課
外
活
動
が
更
に

充
実
し
て
い
る
。
碑
め
ぐ
り
は

今
年
で
33
年
目
を
迎
え
、
国
内

外
の
来
訪
者
に
高
校
生
の
思
い

を
伝
え
て
い
る
。
核
廃
絶
の
た

め
の
署
名
活
動
は
今
年
も
酷
暑

の
な
か
、
他
校
生
徒
も
ま
と
め

て
街
頭
に
立
ち
、
活
動
を
行

な
っ
た
。
実
行
委
員
会
の
生
徒

の
う
ち
4
名
が
昨
年
に
引
き
続

き
国
際
会
議（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
）傍
聴
の
た
め
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
派
遣
さ

れ
た
。
渡
邉
英
徳
准
教
授（
首

都
大
学
東
京
）制
作
の
ヒ
ロ
シ

マ
･
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
、
被

爆
証
言
の
収
録
と
い
う
形
で
協

力
し
て
い
る
が
、
今
年
は
例
年

に
な
い
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
収
録
を

進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の

活
動
は
自
治
体
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
、
国
連
軍
縮
会
議
の
学

生
会
議
に
お
い
て
高
校
生
代
表

と
し
て
高
3
の
徳
山
実
紅
さ
ん

が
意
見
発
表
を
し
た
り
、
各
国

の
国
連
軍
縮
大
使
に
面
会
す
る

な
ど
、
多
く
の
貴
重
な
機
会
を

頂
い
た
。

　

今
年
度
第
1
回
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究

発
表
会（
8
月
22
日
）で
は
生
徒

が
昨
年
度
の
取
り
組
み
の
成
果

を
、
教
員
は
学
校
の
取
り
組
み

を
発
表
し
、
他
県
等
の
参
加
者

か
ら
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
部

高
見　

知
伸
）

　

７
月
25
日
か
ら
８
月
10
日
ま

で
、
中
３
生
徒
22
名
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
郊

外
の
キ
ル
ビ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
英
語
づ
く
し
の
環
境

に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

ん
ど
ん
積
極
的
に
発
言
や
質
問

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
語
や
音
楽
、

演
劇
な
ど
の
授
業
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
し
な
が
ら
現
地
の
学
生
と

交
流
し
ま
し
た
。
８
月
６
日
に

は”Peace D
ay”

と
し
て
、
広

島
・
平
和
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
日
本
で
準
備
し

た
資
料
を
み
せ
な
が
ら
、
原
爆

や
女
学
院
で
の
平
和
活
動
、
東

日
本
大
震
災
に
つ
い
て
英
語
で

説
明
を
し
ま
し
た
。
現
地
の
生

徒
た
ち
は
と
て
も
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
と
も
に
平
和
を
祈
り
な

が
ら
折
鶴
を
折
り
ま
し
た
。

　

２
週
間
と
い
う
短
い
間
で
し

た
が
、
生
徒
た
ち
は
英
語
力
の

向
上
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に

行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
文

化
の
異
な
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、

多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
部　

山
崎　

綾
子
）

一
般
公
開

11
月
1
日（
日
）

9
時
45
分
～
15
時
30
分

　

文
化
祭
で
は
、
日
ご
ろ
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
や
学
校
生
活

の
様
子
を
多
く
の
方
々
に
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

（
高
校
生
徒
会
顧
問長

谷
川　

史
）

ポ
ス
タ
ー

１
年
B
組　

有
馬　

千
渚
美

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

１
年
D
組　

川
井　

和

日 

時

　

12
月
19
日（
土
）

　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

　
　
　
（
５
時
30
分
開
場
）

場 

所

　

中
高
ゲ
ー
ン
ス
ホ
ー
ル

内 

容

　

�

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
、
牧

師
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
高

校
生
に
よ
る
演
劇
、
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
、
讃
美
歌
、
中
学

生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
等

　

在
校
生
・
保
護
者
・
卒
業
生
・

中
学
受
験
希
望
者
・
市
民
の

方
々
等
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
る
公
開
ク
リ
ス
マ
ス

礼
拝
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す

が
、
席
上
で
献
金（
国
内
外
の

施
設
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
へ
寄
付
、

額
は
自
由
）の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（宗

教
教
育
委
員
会
）

◆
中
高
マ
ン
ド
リ
ン
部

　

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ

ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

生
徒
の
活
躍

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
、

２
年
目
の
取
り
組
み

夏
期
海
外

生
活
体
験
学
習

中
高
合
同

文
化
祭
の
ご
案
内

女
学
院
ク
リ
ス
マ
ス

の
ご
案
内

イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

１
年
E
組

松
永　

麗
愛

ぱちぇる
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今
年
も
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
か
ら
た

く
さ
ん
の
お
花
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
色
々
な
お
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

部
屋
で
礼
拝
の
時
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の

後
、
年
少
組
の
子
ど
も
た
ち
は
幼
稚
園
の

方
々
へ
、
年
長
組
・
年
中
組
の
子
ど
も
た
ち

は
大
学
の
職
員
の
方
々
へ
、
日
頃
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
花
束
と
カ
ー
ド
を
届

け
に
行
き
ま
し
た
。
喜
ん
で
受
け
取
っ
て

下
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
美
し
く
咲
く
花
の
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
も
神
様
や
た
く
さ
ん
の
方
々

の
大
き
な
愛
の
中
で
、
笑
顔
の
花
を
い
っ

ぱ
い
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

（
幼
稚
園　

吉
岡　

千
紘
）

　

夏
が
近
づ
き
、
だ
ん
だ
ん
と

暑
く
な
っ
て
き
た
６
月
、
幼
稚

園
で
そ
う
め
ん
流
し
を
し
ま
し

た
。「
早
く
、食
べ
た
い
な
。」「
流

れ
て
き
た
も
の
を
、
全
部
取
っ

て
食
べ
る
ん
だ
。」と
朝
か
ら
や

る
気
い
っ
ぱ
い
な
子
ど
も
、「
お

箸
を
上
手
く
使
え
な
い
か
ら
、

少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
か
も

し
れ
な
い
。」と
心
配
そ
う
な
子

ど
も
、
様
々
な
思
い
を
抱
え
な

が
ら
、
い
ざ
本
番
！
そ
う
め
ん

が
目
の
前
を
流
れ
る
度
に
歓
声

が
沸
き
起
こ
り
、
楽
し
い
、
美

味
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

大
好
き
な
友
だ
ち
と
食
べ
る
、

そ
う
め
ん
の
味
は
格
別
で
す
。

（
幼
稚
園　

梅
田　

桃
香
）

　

戦
後
70
年
、
今
年
も
ま
た
年
長
組
の

子
ど
も
た
ち
が
幼
稚
園
の
み
ん
な
の
思

い
を
胸
に
平
和
祈
念
公
園
へ
足
を
運
び

ま
し
た
。
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

と「
友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
」な
ど
の
声

が
上
が
り
、
聖
書
の
一
節 

”
隣
人
を
愛

し
な
さ
い
“
と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か

び
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
神
様
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の

無
邪
気
な
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
こ
の

笑
顔
が
ず
っ
と
続
き
ま
す
様
に
と
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は

計
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
の
深
い

悲
し
み
の
中
に
あ
る
お
一
人
お
一
人
の

こ
と
を
覚
え
、
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

（
幼
稚
園　

桑
原　

ユ
ミ
）

原爆の子の像の前で祈りを捧げます 原爆ドームを目の前にする子どもたち

神様いつも守ってくれてありがとう

幼 

稚 

園

花
の
日
礼
拝

お
い
し
い
ね
！

平
和
の
祈
り

つめたいそうめん流しで暑い夏も涼やかに

たくさんのお花、きれいだね！
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校　　勢　　概　　要　　（2015.5.1現在）
◇専任職員数　�

所　属 大　学 中　高
幼
稚
園

法　

人
計

種　別
性　

別

国　

際

人　

間
計

中　

学

高　

校
計

教員計
男 22 13 35 12 18 30 1 0 66
女 12 20 32 19 17 36 10 0 78
計 34 33 67 31 35 66 11 0 144

職員計
男 18 18 1 1 2 0 4 24
女 48 48 2 2 4 0 3 55
計 66 66 3 3 6 0 7 79

◇2014年度財務三表
◇資金収支計算書� （単位　円）

科　　目 金　　額
収入の部

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 2,566,550 ,805
手 数 料 収 入 45,230,470
寄 付 金 収 入 16,840,368
補 助 金 収 入 627,793,757
資 産 運 用 収 入 21,613,144
事 業 収 入 34,029,900
雑 収 入 167,167,272
前 受 金 収 入 375,513,000
そ の 他 の 収 入 257,090,758
資 金 収 入 調 整 勘 定 △450,664,648
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,015,281 ,555

収 入 の 部 合 計 4,676,446 ,381
支出の部

人 件 費 支 出 2,278,949 ,174
教 育 研 究 経 費 支 出 601,168,998
管 理 経 費 支 出 266,909,340
借 入 金 等 利 息 支 出 38,727,780
借 入 金 等 返 済 支 出 206,380,000
施 設 関 係 支 出 33,880,680
設 備 関 係 支 出 87,014,888
資 産 運 用 支 出 50,332,500
そ の 他 の 支 出 163,559,030
資 金 支 出 調 整 勘 定 △40,846,843
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 990,370,834

支 出 の 部 合 計 4,676,446 ,381 

◇消費収支計算書� （単位　円）
科　　目 金　　額

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 2,566,550 ,805
手 数 料 収 入 45,230,470
寄 付 金 収 入 21,334,487
補 助 金 収 入 627,793,757
資 産 運 用 収 入 21,613,144
事 業 収 入 34,029,900
雑 収 入 168,327,115

帰 属 収 入 合 計 3,484,879 ,678
基 本 金 組 入 額 合 計 △179,702,649
消 費 収 入 の 部 合 計 3,305,177 ,029
支出の部

人 件 費 2,252,737 ,593
教 育 研 究 経 費 1,120,887 ,128
管 理 経 費 276,844,657
借 入 金 等 利 息 38,727,780
資 産 処 分 差 額 4,392,875
徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 額 0

消 費 支 出 の 部 合 計 3,693,590 ,033
当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 388,413,004
前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 8,407,431 ,670
基 本 金 取 崩 額 0
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 8,795,844 ,674

◇貸借対照表� （単位　円）
科　　目 金　　額

固 定 資 産 10,778,761 ,921
有 形 固 定 資 産 9,772,768 ,943
そ の 他 の 固 定 資 産 1,005,992 ,978

流 動 資 産 1,125,497 ,785
資 産 の 部 合 計 11,904,259 ,706
固 定 負 債 2,878,242 ,742
流 動 負 債 692,913,724
負 債 の 部 合 計 3,571,156 ,466
基 本 金 の 部 合 計 17,128,947 ,914
翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 8,795,844 ,674
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △ 8,795,844 ,674
負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計 11,904,259 ,706

◇2015年度学生・生徒・園児在籍数�（ 　）内は内数で休学留学者数を表す。

校部科� 学年 1 2 3 4 小計 計

言語文化研究科
博 士 後 期 課 程

日本言語文化専攻 0 1 3 4
4

英米言語文化専攻 0 0 0 0

言語文化研究科
博 士 前 期 課 程

日本言語文化専攻 4 1 5
8

英米言語文化専攻 3 0 3

人 間 生 活 学
研究科修士課程

生活文化学専攻 1 2 3
7

生 活 科 学 専 攻 4 0 4

大 学 国 際 教 養
学 部

国 際 教 養 学 科
（GSE） 126 156 136 177 595 595

大 学 人 間 生 活
学 部

生 活 デ ザ イ ン・
建 築 学 科 54 41 68 68 231 231

管 理 栄 養 学 科 78 64 78 74 294 294

幼児教育心理学科 82 89 95 85 351 351

大 学 文 学 部

日本語日本文学科 20 20

30英米言語文化学科 7 7

幼児教育心理学科 3 3

大 学
生 活 科 学 部

生 活 デ ザ イ ン・
情 報 学 科  8 8

8
管 理 栄 養 学 科 0

高 等 学 校 227 ⑴ 223 215 ⑴ 665

中 　 　 　 　 学 　 　 　 　 校 248 201 227 676

幼 　 　 　 　 稚 　 　 　 　 園 3年保育73 2年保育71 1年保育65 209

計 900 849 887 442 3,078

◇財産目録

一、基本財産 9,772,708,943円 中 学 校 建 物 7,895.59㎡
689,240,674円

1 . 土 　 　 　 地 230,939.85㎡
1,138,197,688円 幼 稚 園 建 物 1,560.66㎡

183,684,852円

大 学 校 地 202,472.33㎡
581,008,581円 法 人 建 物 808.72㎡

53,088,994円

高 等 学 校 校 地 10,716.12㎡
336,684,120円 3 . 構 築 物 224点

242,587,462円

中 学 校 校 地 13,002.00㎡
195,030,000円 4 . 教具・校具・備品 23,449点

482,649,366円

中高寄宿舎跡地 852.89㎡
8,528,900円 5 . 図 　 　 　 書 195,316冊

1,290,141,354円

幼 稚 園 校 地 3,328.25㎡
3,507,070円 6 . 車 　 　 　 両 7台

3,592,907円

校 外 土 地 568.26㎡
13,439,017円 二、運用財産 2,131,490,763円

2 . 建 　 　 　 物 60,850.00㎡
6,615,600,166円 三、負債 3,571,156,466円

大 学 建 物 39,491.48㎡
4,044,178,675円 四、正味財産 8,333,103,240円

高 等 学 校 建 物 11,093.55㎡
1,645,406,971円
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クリスマスコンサートメサイアのお知らせクリスマスコンサートメサイアのお知らせ
広島女学院

★今年度も広島女学院クリスマスコンサート『メサイア』を12月23日（水・祝）に開催します★
会場は中学・高等学校ゲーンスホール、開演は午後5時30分です。

ご家族お誘い合わせでご来場ください。

問い合わせ： 法人事務局 総務課　電話 082‒228‒0380

　

広
瀬
ハ
マ
コ
先
生
は
、
校
母
ナ
ニ
・
Ｂ
・
ゲ
ー
ン
ス
先
生
か
ら

直
接
薫
陶
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
、園
長
、

学
長
、
院
長
、
理
事
長
と
し
て
36
年
間
に
渡
り
、
本
学
院
発
展

の
た
め
に
尽
瘁
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
9
8
8
年
に
ご
召
天
。
そ
の
後
、
私
財
は
全
額
先
生
ご
遺

言
に
よ
り
本
学
に
寄
附
さ
れ
、「
広
瀬
ハ
マ
コ
記
念
奨
学
基
金
」

の
制
度
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
基
金
の
運
用
益
を
も
っ
て
次
の
事

業
を
行
う
と
定
め
て
い
ま
す
。

一
、
本
学
院
の
教
壇
に
卒
業
生
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
奨

学
金
を
支
給
す
る
。

二
、
留
学
を
希
望
す
る
内
外
学
生
、
生
徒
の
学
費
を
援
助
し
国

際
化
を
促
進
す
る
。

　

応
募
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。
み
な
さ
ま
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●�

応
募
条
件
：
本
学（
高
校
、
大
学
）卒
業
生
で
国
内
外
の
大

学
院
在
学
者

●�

選
考
：
本
人
申
請
に
よ
り
3
月
・
9
月
に
基
金
運
営
委
員
会
を

行
い
ま
す
。
詳
細
お
問
合
せ
は
、
法
人
事
務
局
総
務
課
へ

　

☎
0
8
2

−

2
2
8

−

0
3
8
0

（
院
長　

湊　

晶
子
）

広
瀬
ハ
マ
コ
記
念
基
金
の
ご
案
内

度
第
一
次
補
正
予
算
案
に
つ
い

て
承
認
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
和

子
記
念
基
金
規
程
の
変
更
、
昨

年
度
内
部
監
査
報
告
、
及
び
今

年
度
内
部
監
査
計
画
、
次
期
校

長
候
補
者
選
考
委
員
を
理
事
５

名
・
教
職
員
４
名
と
す
る
こ
と
な

ど
、
理
事
・
評
議
員
・
監
事
の
選

任
内
規
の
変
更
、
さ
ら
に
教
員

の
採
用
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
各
校
部
か
ら
の
学

事
報
告
、
財
務
改
善
検
討
委
員

会
の
検
討
状
況
、
管
理
職
等
の

兼
職
の
状
況
、
ま
た
、
退
任
の

申
し
出
が
あ
っ
た
原
野
監
事
の

後
任
監
事
と
し
て
利
島
保
氏
を

選
任
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

第
１
３
４
回
理
事
会（
臨
時
）

　

２
０
１
５
年
６
月
30
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

藤
本
理
事
長
か
ら
理
事
及
び

理
事
長
の
辞
任
の
申
し
出
が
あ

り
、
了
承
し
た
。
ま
た
、
後
任

理
事
と
し
て
中
川
氏
を
推
薦
さ

れ
、
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
大
学
専
任
教
員
数

に
つ
い
て
、
国
際
教
養
学
部

は
、
５
年
以
内
は
退
職
者
不
補

充（
教
職
免
許
の
関
係
で
必
要

な
場
合
を
除
く
。）と
し
、
人
間

生
活
学
部
も
来
年
度
は
退
職
者

不
補
充
と
す
る
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

第
１
３
５
回
理
事
会（
臨
時
）

　

２
０
１
５
年
６
月
30
日
14
時

５
月
定
期
評
議
員
会

　

２
０
１
５
年
５
月
26
日
10
時

か
ら
開
催
。

　

吉
川
評
議
員
を
議
長
に
選
任

し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

選
任
事
項
と
し
て
、
ま
ず
任

期
満
了
等
に
伴
う
新
た
な
評
議

員
と
し
て
、
学
識
経
験
者
の
区

分
で
は
城
氏
、
日
本
基
督
教
団

教
師
の
区
分
で
は
向
井
氏
、
父

母
の
区
分
で
は
谷
川
氏
・
森
長

氏
・
山
下
氏
を
選
任
し
た
。
続

い
て
、
評
議
員
会
推
薦
理
事
候

補
者
と
し
て
、
福
戸
山
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
に
決
定
。
ま
た
、

退
任
の
申
し
出
が
あ
っ
た
原
野

監
事
の
後
任
監
事
と
し
て
利
島

保
氏
の
選
任
に
同
意
し
た
。

　

諮
問
事
項
と
し
て
、
２
０
１
４

年
度
事
業
報
告
案
、
２
０
１
４

年
度
決
算
案
、
及
び
２
０
１
５

年
度
第
一
次
補
正
予
算
案
に
つ

い
て
承
認
し
た
。
ま
た
、
理
事・

評
議
員・
監
事
の
選
任
内
規
の
変

更
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
各
校
部
か
ら
の
学

事
報
告
、
及
び
維
持
会
問
題
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

第
１
３
３
回
理
事
会

　

２
０
１
５
年
５
月
26
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

ま
ず
、
欠
員
と
な
っ
て
い
る

評
議
員
会
選
出
理
事
と
し
て
福

戸
山
氏
を
選
任
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
２
０
１
４

年
度
事
業
報
告
書
案
、
２
０
１
４

年
度
決
算
案
、
及
び
２
０
１
５
年

45
分
か
ら
開
催
。

　

選
任
事
項
と
し
て
、
理
事
長

の
互
選
が
あ
り
、
中
川
理
事
を

理
事
長
に
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
理
事
長

の
報
酬
算
出
の
考
え
方
に
つ
い

て
承
認
し
た
。

　

続
い
て
、
職
員
の
昇
給
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

第
１
３
６
回
理
事
会

　

２
０
１
５
年
７
月
21
日
14
時

か
ら
開
催
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
ま
ず
、

維
持
会
問
題
に
つ
い
て
、
告
発

人
代
理
人
の
砂
本
弁
護
士
か
ら

刑
事
告
発
に
関
す
る
説
明
と
意

向
確
認
が
あ
り
、
７
月
27
日
付

け
で
刑
事
告
発
す
る
こ
と
を
承

認
し
た
。

　

続
い
て
、
大
学
教
員
人
事
に

つ
い
て
、
２
０
１
５
年
度
末
で

退
職
と
な
る
人
間
生
活
学
部
の

専
任
教
員
１
名
は
不
補
充
と
す

る
が
、
特
任
教
授
２
名
に
つ
い

て
は
、
教
職
免
許
や
資
格
関
連

で
必
要
な
こ
と
か
ら
後
任
の
採

用
手
続
き
に
入
る
こ
と
を
承
認

し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
各
校
部

か
ら
の
学
事
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
、
次
期
校
長
選
考
委
員
会

委
員
に
つ
い
て
、
理
事
選
出
委

員
と
し
て「
湊
院
長
、
細
田
常

任
理
事
、
辻
常
任
理
事
、
城
納

理
事
、
大
矢
理
事
」、
教
職
員

選
出
委
員
と
し
て「
森
永
中
学

教
頭
、
渡
辺
高
校
教
頭
、
高
梨

教
務
部
主
任
、
川
口
事
務
長
代

行
」と
す
る
こ
と
、
理
事
長
の

報
酬
額
、
文
部
科
学
省
か
ら
の

「
学
校
法
人
の
会
計
処
理
等
に

関
す
る
調
査
」に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

事 

務 

局

チャペル行事案内

広島女学院大学チャペルコンサート
　～トランペットとパイプオルガンの調べ～

会

議

報

告

日　　　時 10月31日（土）　開場13：30 開演14：00～
場　　　所 広島女学院大学ゲーンスチャペル
演奏とお話 トランペット　村上　俊也

オルガン　　　玉理　照子
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大
学
協
力
会

　

新
会
長	

谷
川　

正
芳

　

副
会
長	

森
長　

京
子

　

理　

事	

德
丸　

千
夏

　
　

〃	

向
井　

英
佳

　
　

〃	
橋
本　

和
代

　

新
理
事	
小
西　

美
香

　

監　

事	

梶
山　

照
子

　

新
監
事	

中
川　
　

参

　

大
学
側
理
事�

桐
木　

建
始

　
　

〃	

波
多
野
五
三

　
　

〃	

山
下　

京
子

　
　

〃	

澤
村　

雅
史

中
高
P
T
A

　

会　

長	

福
戸
山
正
明

　

副
会
長	

宮
下　

一
成

　
　

〃　

	

柏
木　

宏
之

　
　

〃　

	

二
井
谷
真
弓

　
　

〃　

	

澤
井　

貴
介

　
　

〃　

	

島
田　

青
坪

　
　

〃　

	

新
本
由
美
子

　

監　

事	

濱
田　

英
樹

　
　

〃　

	

深
田　

洋
介

　

顧　

問	

山
下　

竜
正

　
教
職
員
代
表
委
員　

�

星
野　

晴
夫

　
　

〃　

	

渡
辺　

信
一

　

書　

記	

森
永　

裕
子

　

会　

計	

川
口
早
香
美

幼
稚
園
み
ぎ
わ
会

　

会　

長	

西　
　

志
穂

　

副
会
長	

荒
川
久
美
子

　

会　

計	

西
本　

里
花

　
　

〃	

山
村
麻
奈
美

　

書　

記	

小
川　

綾
子

　
　

〃　

	

西
明
久
美
子

　
　

〃　

	

楠
原
麻
衣
子

　
　

〃　

	

細　

奈
緒
子

　
　

〃　

	

野
村　

祐
子

　
　

〃　

	

森
崎　

奈
美

　
　

〃　

	

為
貝　

篤
子

　
　

〃　

	

日
比
恵
美
子

　
　

〃　

	

岸
本　
　

恵

　
　

〃　

	

寺
本
乃
理
子

　
　

〃　

	

中
垣　

直
美

　
　

〃　

	

清
水　

留
美

　
　

〃　

	

岸
本　

知
華

　
　

〃　

	

宮
田　

静
恵

　
　

〃　

	

柏
木　

知
穂

　
　

〃　

	

道
田
真
理
絵

教
職
員
動
静

８
月
31
日
受
付
分
ま
で

召
天

前
田　

文
則 

様（
旧
中
高
教
員
）

2015
・
5
・
23

田
尾　

艶
子 

様

（
田
尾
真
理
子
図
書
課
員
ご
母
堂
）

2015
・
6
・
16

番
倉　

三
郎 
様

（
松
田
俊
治
財
務
課
長
兼
会
計

課
長
ご
義
父
）

2015
・
8
・
26

誕
生

遥は
る

子こ

ち
ゃ
ん

（
尾
首
涼
子
中
高
事
務
部
事
務

職
員
ご
長
女
）

2015
・
4
・
22

聡そ
う

真ま

君

（
三
浦
芳
子
中
高
教
員
ご
長
男
）

2015
・
5
・
20

華は
な

ち
ゃ
ん

（Jam
ie Szuba 

大
学
国
際
教

養
学
部
助
教
ご
次
女
）2015

・
5
・
9

奈な

月つ
き

君

（Laura K
urotobi 

大
学
国
際

教
養
学
部
助
教
ご
長
男
）

2015
・
7
・
23

人　

事

選
任

理
事

　

西
嶋　

佳
弘　

松
尾　

信
孝

　

岩
﨑　

裕
香　

辻　
　

学

　

細
田　

信
行

（
2015
・
4
・
1
～
2018
・
3
・
31
）

　

福
戸
山　

正
明

（
2015
・
5
・
26
～
2017
・
5
・
22
）

常
任
理
事

　

細
田　

信
行　

辻　
　

学

（
2015
・
4
・
1
～
2018
・
3
・
31
）

評
議
員

　

谷
川　

正
芳

（
2015
・
5
・
26
～
2017
・
5
・
25
）

　

森
長　

京
子

（
2015
・
5
・
26
～
2018
・
5
・
25
）

　

山
下　

竜
正

（
2015
・
5
・
26
～
2016
・
5
・
25
）

　

向
井　

希
夫

（
2015
・
5
・
27
～
2016
・
3
・
31
）

　

城　
　

一
博

（
2015
・
5
・
26
～
2018
・
5
・
25
）

監
事

　

利
島　
　

保

（
2015
・
6
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

就
任

理
事
長

　

中
川　

日
出
男

（
2015
・ 

6
・ 

30
付
）

特
別
専
任
研
究
員

　

久
村　

希
望

（
2015
・
4
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

客
員
教
授

　

Steven Leeper

（
2015
・
4
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

客
員
教
授

　

谷
尻　
　

誠

（
2015
・
4
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

客
員
教
授

　

出
口　
　

汪

（
2015
・
4
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

客
員
教
授

　

大
迫　

弘
和

（
2015
・
4
・
1
～
2016
・
3
・
31
）

退
任

理
事
長

　

藤
本　

黎
時（

2015
・
6
・ 

30
付
） 

評
議
員

　

柴
田　

も
ゆ
る

（
2015
・ 

5
・ 

26
付
）

寄　

附

8
月
31
日
受
付
分
ま
で

広
島
女
学
院
の
た
め
に

宮
原　

洋
治 

様

　

１
０
０
，０
０
０
円

尾
崎　

八
郎 

様３０
０
，０
０
０
円

小
谷　

久
子 

様

神
子
澤　

新
八
郎 

様

田
村　

秀
子 

様

篠
原　

悦
子 

様

西
垣　

二
一 

様（
連
名
）

３
０
，０
０
０
円

中
高
教
育
充
実
の
た
め
に

皆
本　

陽
子 

様

塚
本　

有
香 

様

星
野　

晴
夫 

様

野
中　

理
恵 

様

寺
脇　

幹
雄 

様

川
口　

早
香
美 

様

福
屋　

利
信 

様２
０
，０
０
０
円

前
田　

百
合 

様３０
０
，０
０
０
円

大
学
教
育
充
実
の
た
め
に

㈱
ア
ボ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

様

１
，０
０
０
，０
０
０
円

ゲ
ー
ン
ス
奨
学
金
と
し
て

広
島
女
学
院
同
窓
会 

様

８
０
０
，０
０
０
円

会
場
使
用
謝
礼

関
西
学
院
同
窓
会 

様

広
島
県
高
等
学
校
放
送
文
化
連
盟 

様	

５
０
，０
０
０
円

御
礼（
被
爆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

広
島
女
学
院
同
窓
会 

様

１
０
，０
０
０
円

一
般

今
石　

牧
子 

様１
０
，０
０
０
円

現
物
寄
附

管
理
栄
養
学
科
教
員
有
志
一
同 

様

　

カ
ト
ラ
リ
ー
一
式 

30
s
e
t

ス
ミ
ス
カ
ッ
プ
有
志 

様

　
ベ
ン
チ
6
台（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
分
）

片
山　

ヤ
ス
子 

様

　

日
本
画「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の

　
　
　
　

  

昼
下
が
り
」

真
木　

利
江 

様

　

i
P
a
d 

A
i
r
2

加
納　

美
智
子 

様

　

書
籍「
学
陽
書
房 

今
日
か
ら

で
き
る
７
歳
ま
で
の
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
教
育　

加
納
美
智
子
著
」　

1
0
0
冊

日
誌
紗

４
・
１（
水
）　

新
任
式
・
オ
リ
エ

　
　
　
　
　

  

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

４
・
１（
水
）　

公
認
会
計
士

　
　
　
　
　

  

監
査（
実
査
）

4
・
4（
土
）　

大
学
院
・

　
　
　
　
　

  

大
学
入
学
式

4
・
7（
火
）　

中
学
校
入
学
礼
拝

4
・
7（
火
）　
高
等
学
校
入
学
礼
拝

4
・
9（
木
）　

事
務
協
議
会

4
・
10（
金
）　
幼
稚
園
入
園
礼
拝

4
・
10（
金
）

4
・
15（
水
）　

公
認
会
計
士
監
査

4
・
16（
木
）　
学
院
運
営
協
議
会

4
・
28（
火
）　

常
任
理
事
会

5
・
9（
土
）　

中
高
体
育
大
会

5
・
14（
木
）　

事
務
協
議
会

5
・
20（
水
）　

監
事
監
査

5
・
21（
木
）　

公
認
会
計
士
監
査

5
・
21（
木
）　
学
院
運
営
協
議
会

5
・
23（
土
）　
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

5
・
23（
土
）　
大
学
協
力
会
総
会

5
・
26（
火
）　

評
議
員
会

5
・
26（
火
）　

理
事
会

6
・
3（
水
）　
公
認
会
計
士

　
　
　
　
　

  

会
計
監
査

6
・
11（
木
）　

事
務
協
議
会

6
・
18（
木
）　

予
算
委
員
会

6
・
18（
木
）　
学
院
運
営
協
議
会

6
・
25（
木
）　

学
院
報
委
員
会

7
・
9（
木
）　

事
務
協
議
会

7
・
14（
火
）　

財
務
改
善

　
　
　
　
　

  

検
討
委
員
会

7
・
16（
木
）　

予
算
委
員
会

7
・
16（
木
）　

学
院
人
権
問
題

　
　
　
　
　

  

委
員
会

7
・
21（
火
）　

理
事
会

8
・
4（
火
）　

財
務
改
善

　
　
　
　
　

  

検
討
委
員
会

8
・
6（
木
）　

被
爆
70
年

　
　
　
　
　

  

平
和
祈
念
式

9
・
15（
火
）　

次
期
校
長
選
考

　
　
　
　
　

  

委
員
会

9
・
15（
火
）　

財
務
改
善

　
　
　
　
　

  

検
討
委
員
会

9
・
15（
火
）　

常
任
理
事
会

9
・
29（
火
）　

理
事
会

10
・
1（
木
）　

創
立
記
念
日

　

暑
か
っ
た
夏
が
や
っ
と

過
ぎ
た
か
と
思
え
ば
、
今

度
は
、改
革
を
め
ぐ
る
様
々

な
取
り
組
み
が
待
っ
た
な

し
の
状
況
で
す
。

　

新
入
り
で
す
が
、
創
立

一
三
〇
年
に
向
け
た
栄
え

あ
る
女
学
院
を
目
指
し
て
、

皆
さ
ん
と

一
緒
に
、

微
力
を
尽

く
し
た
い

と
思
っ
て

い
る
と
こ

ろ
で
す
。

（
法
人
事
務
局
次
長
兼

総
務
課
長　

増
田　

茂
伸
）

2
0
1
5
年
度

（
保
護
者
会
）役
員

編
集
後
記
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2016年度  学生生徒 園 児 募 集 要 項

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
た
教
育
を
目
指
し
て

（〒732-0063）広島市東区牛田東四丁目13-1
電話 082-228-0386㈹　FAX 082-228-7815

（〒730-0014）広島市中区上幟町11-32
電話 082-228-4131　FAX 082-227-5376

（〒732-0063）広島市東区牛田東四丁目13-1
電話 082-228-6635　FAX 082-224-3141

言語文化研究科〈博士前・後期課程〉
人間生活学研究科〈修士課程〉

2016年度入試概要

★�窓口受付指定日：9：00〜16：30入試課窓口にて受け付けます。（ただし、大学入試センター利
用入試C日程のみ、窓口受付指定日（3月22日）は9：00〜12：00まで。）

★全入試インターネット出願となります。
※指定校推薦入試に関しては在学されている高等学校へお問い合わせください。
※�社会人、帰国生徒、外国人留学生特別入試および転入試・編入試に関する詳細は、入試課まで

お問い合わせください。

募集人員 国際教養学部 国際教養学科 240名

｛ 生活デザイン・建築学科 70名
人間生活学部 管理栄養学科 70名

幼児教育心理学科 90名

募集人員 （男女共学）（春季分）

出願期日 2016年2月19日（金）〜2月26日（金）郵送必着
試験期日 2016年3月4日（金）
合格発表 2016年3月10日（木）

募集人員 約200名（5学級）
応募資格 2016年3月小学校卒業見込みの女子

出願時、広島県および山口県東部在住の者。これ以外
の地域から出願される場合は、他の手続あり。詳細は

「2016年度生徒募集要項」を参照のこと。
出願期間 2016年1月5日（火）より1月8日（金）
出願方法 必要書類を出願期間中に広島女学院中学校あてに書留

で郵送のこと。（当日消印有効）
試験期日 2016年1月21日（木）
選考の方法 ⑴学科試験　⑵提出書類の審査　⑶面接による審査
合格発表 2016年1月22日（金）
願書請求 本校受付で配布。郵送希望の場合、事務室にご請求く

ださい。

募集人員 3歳児　63名　4歳児　若干名
願書受付 2015年10月1日（木）
入園面接 2015年10月5日（月）
入園手続 2015年10月8日（木）

願書請求先　広島女学院大学　入試課　電話：082-228-8365（直）
URL：http://www.hju.ac.jp/　E-mail：nyushi@gaines.hju.ac.jp

日程・区分 対象学科

出願期間

試験日 合格発表日 会場インターネット出願期間
入学検定料納入期限

出願書
類郵送
締切日

出願書類
持参窓口
受付日

指定校制
推薦入試 全学部全学科

2015 年10 月26 日（月）
～11月9日（月）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを
参照 なし 2015年

11月14日（土）
2015年
11月19日（木） 本学

公募制推薦入試
A・B方式（専願）
C方式（併願）

特芸方式
（専願　幼児教育

心理学科のみ）

国際教養学科 第１回
2015 年10 月26 日（月）
～11月10日（火）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照
第１回
2015年
11月15日（日）

第１回
2015年
11月19日（木）

第1回
本学・福山・
周南・松江・
松山

生活デザイン・
建築学科

管理栄養学科
（第1回のみ実施）第２回

2015年11月26日（木）
～12月8日（火）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照
第２回
2015年
12月12日（土）

第２回
2015年
12月17日（木）

第２回
本　学幼児教育心理学科

（特芸方式は第1
回のみ実施）

特待生入試 全学部全学科
2016年1月5日（火）
～1月22日（金）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照 2016年
1月30日（土）

2016年
2月10日（水）

↓一般前期
Ａ日程と同じ

一般入試
前期日程 全学部全学科

2016年1月5日（火）
～1月22日（金）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照

A日程
2016年
1月30日（土）
B日程
2016年
1月31日（日）
C日程
2016年
2月2日（火）

2016年
2月10日（水）

Ａ日程
本学・福山・
周南・岡山・
松江・松山・
福岡・那覇
Ｂ日程
本学・福山・
周南
Ｃ日程
本学

一般入試
後期日程 全学部全学科

2016年2月17日（水）
～3月1日（火）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照 2016年
3月6日（日）

2016年
3月10日（木） 本学

大学入試
センター試験

利用入試
A日程

全学部全学科
2016年１月5日（火）
～1月29日（金）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照

2016年1月
16・17日（土・日）
大学入試セン
ター試験（本学
独自の試験は
ありません。）

2016年
2月10日（水） ―

大学入試
センター試験

利用入試
B日程

全学部全学科
2016年2月17日（水）
～3月1日（火）
午前11：00まで（出願登録）
午後3：00まで（納入）

HPを参照

2016年1月
16・17日（土・日）
大学入試セン
ター試験（本学
独自の試験は
ありません。）

2016年
3月10日（木） ―

大学入試
センター試験

利用入試
C日程

全学部全学科
2016年3月16日（水）
～3月22日（火）
午前11：00まで（出願登録）
正午まで（納入）

HPを参照

2016年1月
16・17日（土・日）
大学入試セン
ター試験（本学
独自の試験は
ありません。）

2016年
3月24日（木） ―

研究科 専　攻 博士前期、修士課程 博士後期課程

言 語 文 化
日本言語文化 6名（秋季を含む） 3名
英米言語文化 6名（秋季を含む） 3名

人 間 生 活 学
生 活 文 化 学 6名（秋季を含む）
生 活 科 学 6名（秋季を含む）


